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豊かな表現活動をもたらす「造形遊び」の授業づくり
学習開発コース(12220912) 柴田志保
今日，図画工作科の授業において指導する内容のーっとして位置付けられている「造形
遊びjが学習指導要領に導入されたのは1977年である。その後学習指導要領が改訂される
ごとに実施学年が拡大されており，誕生から 36年たった王知生で、も，いまだ十分な理解がな
されていなし¥r造形遊び」とはどのようにして取り組むべきものであるのか。その内容に
ついて整理し，明らかにするとともに， 1造形遊び」の授業づくりについて検討してし1く。
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及。噺究の背景
平成 20年改訂小学校学習指導要領解説図画工
編では，図画工作の教科の目標を「表現及。濫賞
の活動を通して，感性を働かせながら，っくりだ
す喜びを味わうようにするとともに，造形的な創
造活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養
う。」としている。
こうした教科目標のために，指導要領では図画
工作科の「内容Jは IA表現Jと IB鑑賞Jとし、う
二つの領域によって成り立っている。さらに，「A
表現J，(1)項， (2)項で示され， IB鑑賞」は， (1) 
項で示されている。この，「A表現Jの(1)項にあ
たる「造形遊びjについて，実際の教育現場にお
いて一般的な授業形態として定着されてはいない
のではないかという指摘がある(小串， 2012)。教
育実習や現場の指導意識調査からも，実際に図画
工作の授業を行っている教師の間で、も， rどんなも
のかよくわからなしリ「イ可のためにあるのかJ1な
にをみとるのか」という声が出ている。
「造形遊びjが学習指導要領に導入されたのは
昭和52年(1977年)である。当時の図工教育を取
り巻く環境について，西野(2012)は「大人の文化
を反映した絵画，彫刻，デザイン，工作という領
域で構成されており，その中でも，圧倒的に絵を
描くことに重点が置かれていた」といっている。
さらに，当時の図工の授業の9割が絵を描くこと
だったという全国的な調査結果もあり，そこで主
流とされていたのは必ずしも子ども主体の表現と
は言えないもので、あったという。そこで，子ども
の(生)に委ねる行為が成り立つような新しい分
野を位置づけることになった。それが造形遊びで
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ある(西野， 2012)。
その後「造形遊び」は，学習指導要領が改訂さ
れるごとに実施学年が拡大されており，平成元年
(1989年)に中学年へ，平成10年(1999年)に高学
年への導入がなされ，誕生から22年の時を経て，
全学年での実施に至った。しかし，登場から 36
年たった現在で、も，いまだ十分な理解がなされて
いない。
図画工作科を構成する内容のーっとして学習
指導要領上に位置付けられた「造形遊び」の内容
の魅力とはどんなところにあるのか。「造形遊び」
とはどのようにして取り組むべきものであるのか。
その内容について整理し，明らかにするとともに，
f造形遊び」の有用性と意義を十分に活かした授
業づくりについて考察する。
(2)研究の目的
本研究は以下の二つの目的を持って行ったも
のである。
一つは，現場で不透明なものとされ，敬遠され
がちである「造形遊びjの内容とその意義を明ら
かにし，整理することである。もう一つは「造形
遊びJの授業づくりを考察することである。
(3)研究の方法
本研究は以下の手判)1順|唄慎による方法で
まず， r造形遊びJの意義に関する先行研究を
調査し，その内容の意義と有用性について整理す
る。整理した内容をふまえて，題材研究を行い，
専門実習Eにおいて，授業を実践し，その結果を
分析する。分析を通して， 1造形遊びjの授業づく
りについて検討する。
2 先行研究の検討
(1) i造形遊び」とは
小学校学習指導要領では iA表現J(1)の内容に
あたり， i造方外遊びをする活動を通して，次の事項
を指導するj というように明記されている。学習
指導要領解説図画工作編には以下のような解説が
ある。
身近にある自然物や人工の材料，その形や色の
特4教などから思い付いた造形活動を行うもの
である。児童は，材料に働きかけ，自分の感覚
や行為などを通して形や色をとらえ，そこから
生まれる自分なりのイメージを基に，思いのま
まに発想や構想を繰り返し，体全体を働かせな
がら創造的な技能などを発揮していく。これは
遊びの能動的な性格を学習として取り入れた
活動で，これを「材料を基に造形遊びをするJ
とし iA表現Jの(1)で取り扱うこととした。
このように，単に遊ばせることが目的ではなく，
進んで楽しむ意識をもたせながら，発想や構想，
創造的な技能に関する能力の育成を図る学習であ
るとし1う。
(2) i造形遊び」の意義
阿部(2012)は『図画工作の時間において， i造
形遊びJにあって，他の指導にないもの』につい
て考察する中で， i造形遊び」と他の指導のイメー
ジの違いについて以下のように述べている。
教師(大人)の中で既に作品のイメージが形成
された，教師による「指導I生Jが発揮される授業
のイメージの対極にあるのが「造形遊びJである。
教師は，環境を整え，授業の中で，子どもと共
に活動するという授業のイメージである。教師の
「指導性Jが全面にでる授業は，教え導くことを
繰り返すことで身に付く『教化』が中心になる。
一方で，気付かないうちに身に付くという『感化』
の考え方に立つことで「発見する(気づく)Jを中
心とした指導観になり，教師は気付くように誘っ
たり，環境を整備したりして気付く状況をっくり
だす支援者の役割となる(阿部， 2012)。
教師が「気づく」ための支援者になることで，
児童は自ら進んで、材料や場所に働きかけることが
できる。これは指導要領にも表記されている「遊
びの能動的な性格jによって成り立つ空間である
と考える。
また，阿部(2012)は「子どもが全身の感覚を総
動員させて対象に働きかけ，それに対し対象が子
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どもに向かって働き返し，子どもがそれを感じ取
ってまた働きかける」営みを iW子どもスイッチ』
がONになった状態jといい，この体験の積み重ね
によって「理想と自由を実現する技術を獲得し，
よりよい『成長』を生み出すJとしている。
このことは「造形遊びjの本質を捉えたもので
ある。阿部のいう iW子どもスイッチ』がONにな
った状態」とは，学習指導要領解説で述べられて
いる「発想や構想を繰り返し体全体を働かせな
がら創造的な技能を発揮していく」姿であると捉
えることができるのではないだろうか。
(3) i造形遊び」を成り立たせるもの
阿部(2012)は， i造形遊びjの要件として以下
の様にまとめている。
い 2年「身体性+材料j
3・4年「身体性十キ才料十場所」
5・6年「身体性+材料十場所十時間J
※“時間"とは風や日の光などの天候，人の
流れなど，その場所に起こりうる様々な、加兄
のことをさす
これらの要件が整うことで「造形遊びjは成立
する。子どもの造形活動を保障する環境が揃った
仏教師は支援や評価の活動に移行することにな
る(阿部， 2012)。
この，支援や評価の活動に移行する際の教師の
意識について，小串(2012)の造形指導観を基にま
とめる。小串(2012)は造形指導の考え方として，
「子どもたちが教師の予想から逸脱していくこと
も当然であり，自分がどう表現したいのかを見つ
け，発展させていくのを楽しむ」と述べており，
あらかじめ結果が分からないような題材を実践し
たいという挑戦的な気持ちと自信が，教師には必
要であるとしている。
これは前述の阿部(2012)のいう「感化Jの考え
方に立つ指導観に重なると考えられる。「感化」の
指導観をもっということは，具体的に小串のこの
ような指導意識を持つことではないだろうヵ、「造
形遊びJにおいては教師の授業における指導観も
授業を成り立たせる上で重要な要件となる。
3 実践と結果
先述の先行研究の検討から判明した重要であ
る点を踏まえて実践を行った。
(1)実践概要
本研究の実践は，教職専門実習Hで配属された
A小学校にて，第一学年を対象に行った図画工作
科の授業についてのものである。
題材名は「うつしてあそぼうJである。単元計
画として， 1次では「でこぼこした素材をこすり
出して遊ぶ」活動を行い， 2次では「こすり出し
た模様を組み合わせて表現するj活動を行ったO
(2)授業の実際
児童は，設定された環境の中にある様々な対象
に働きかけて活動を楽しんでいた。全体の活動を
通して以下の四つの事例を取り上げ，考察を行っ
た。
[事例1]
触感から「こうし寸風にでるんじゃなし消ミな」
という予想をたてて，予想外の結果がでることに
面白さを感じていた。手で触るだけでなく，ほほ
でこするなどして，身体全体で、対象とふれ合って
いる様子が見られた。触感が「おもしろしリと連
発しながら活動を意欲的に楽しんでいた。
これらの児童は活動前に既にこすり出される
もの正体に気づいている。楽しんでいたのはそれ
ぞれの対象の「質感Jそのものである。目につい
た素材の質感が「どのようなものかjまた「どの
ような形としてj こすり出されるのかについて楽
しんで、いる。素材ごとの質感の違いを知っている
からこそ活動を楽しめている。
[事例2]
一部の児童は「どうし、うものだとこすり出して
模様をだすことができるのか」という点について
理解しきれていないまま活動に取り組んでいた。
これらの児童は 1の事例とは異なり， I素材ご
との質感の違い」を知らなかったため，“質感"や
“肌合い"を意識して楽しめたわけではない。活
動を繰り返す中で「浮きでる模様Jの正体に気づ
いた。“ざらざら・でこぼこ"した質感の素材でな
いとこすり出した時に模様があらわれないという
ことを，活動を通して知ることになる。友人の活
動を見ることで知る児童もいれば，活動を繰り返
す中で知った児童もいた。
{事例3]
こすり出した模~長から「なにかが見えてきたJ
(亀の甲羅樹議，パンの焼き日，蛙の卵)， Iこすり
出した模様を組み合わせて形をつくったJ(スカイ
ツリー ，ハー ト)など， Iこすり出しJという活動
を飛び被えて自発的に次の活動に進んでいる児童
も見られた。活動を繰り返すことでどんどん新し
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い活動へ作り変えている。
[事例4]
1次での児童の活動の広がりがあまりにも多様
で、あったため， 1次から 2次への接続の際にどの
ように方向づけるか教師に迷いが生じた。結果，
当初の指導計画に合わせて，全員を同じーっの活
動にむけることを選択したが，児童の満足感を損
なわせてしまった。
児童は 1次の活動へのこだわりが強く， 1次で
こすり出した樹菜を使って改めて表現するとし1う
2次の活動に関してあまり乗り気ではなかった。
また，事例3にみられるような活動を展開してい
た児童からは， Iまだやりたしリ「それ (2次の活
動)をやるなんて思わなかった」という声があが
った。
4 実践の考察
(1) I感化Jの指導観について
阿部(2012)は「造形遊び」の指導観として，教
え導くことを繰り返すことで身に付くとし、う「教
化Jの考え方ではなく，気付かないうちに身に付
くという「感化」の考え方に立つことが重要であ
ると述べている。
導入時に「“さらさら・つるつる"のものをこ
すっても何も出ない，で、こぼこをこすって模様を
出すJという共通理解が浸透していなかった。「質
感の違い」について指導をしないまま活動に臨ん
だため，事例1と2のような児童の違いがあらわ
れた。共通理解のための指導をせずに活動に入っ
てしまったことは，教師の学習指導上の配慮の欠
如によるものである。
しかし，今回，事例2の児童は活動をする中で，
友達とのかかわりや，対象に繰り返し働きかける
ことで質感の違いを知ることになったO 教師から
「質感の違いJIこついての指導を受けなくとも，
活動を通して質感に気付くことができた。指導す
るだけが全てではないということに気付いた瞬間
だ、ったO
今回は偶然「感化Jの場面がうまれたために，
児童が気付くことができるような手立てをとるこ
とはできず，自発的に気づくことになった。しか
し，今後は意図的にこのような場面を多く作り出
すような支援や授業展開の在り方を検討したい。
(2)遊びを妨げる「教化Jの指導観
事例4の場面において，教師がこちらのイメー
ジのつく活動へ半ば強制的に方向づ、ける形になっ
た。教師が，イメージのつかない授業の展開に戸
惑いを感じ，児童を「教化j してしまったのであ
る。これによって，児童は「遊び」を妨げられ，
活動欲求が損なわれてしまった。
「造形遊び」の授業で大切にしなければいけな
いのは児童が「自らJrどう表現したいのかj見つ
けていくことである。したがって児童の活動欲求
を損なうような教師の方向付けを行ってはいけな
い。目の前で活動を繰り広げる児童の姿を見とり，
適宜組み直しをしながら授業を展開する必要があ
る。
5 到達点と課題
(1)到達点
「造形遊びJの意義や授業のイメージについて
明らかにした。「造形遊びJの授業を成り立たせる
ための要件などを整理した上で，題材研究・授業
実践に臨むことができた。
(2)課題
先行研究の検討と実践の結果，以下のような課
題が残った。
①評価のあり方について
子ども達の 「なにをJrどんな姿をJ見とるの
かについて明らかにできていなし、。「造形遊び」の
評価をどのように行っていくのかについて更なる
研究が必要である。
@連受業者の意識について
「造形遊び」の有用性を十分に生かしきるため
に，児童が十分な満足感を得ることのできる授業
の展開を模索していくことが視題である。
前述の評価のあり方に通ずる点ではあるが，児
童の姿を見とりながら展開を組み立てることが十
分にできなかったo
小串(2012)のいう“結果が分からないような実
践をやってみたいという挑戦的な気持ちと自信"
を持って授業に臨む意識の構築がまだ、まだ不十分
である。これについては，今後，多くの実践を重
ねていくことで，このような意識の構築を図りた
以上の成果と課題を踏まえ，今後も引き続き児
童の豊かな表現活動をもたらす「造形遊び」の有
用性を生かした授業づくりについて研究・追究し
ていきたい。
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